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脳卒中後に生じる高次脳機能障害『半側空間無視』 
のあらたな評価手法を開発 

 

 

国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部の大松聡子流動

研究員（作業療法士）、河島則天神経筋機能研究室長、畿央大学ニューロリハビリテー

ション研究センターの森岡周教授らの研究グループは、脳卒中後に生じる高次脳機能障

害の一つである「半側空間無視」症状の新たな評価手法を開発しました。半側空間無視

は損傷を受けた脳と反対側の空間の物体やできごとが認識できなくなる不思議な症状で

、症状が慢性化すると日常生活に大きな支障を来します。大松研究員たちは、視線分析

によって半側空間無視症状を簡便かつ定量的に評価できる手法を開発し、その有用性に

関する重要な知見を得ました。従来の検査は紙面検査や日常生活の行動観察によるもの

で、検査に時間を要することや、重症度の高い患者の評価が困難であるなどの限界点が

ありました。開発手法は、PC 画面上に提示された対の左右反転画像を見ているときの視

線の分布特性を分析することで無視症状の程度や特徴を捉えるもので、今後、臨床場面

での活用が期待されます。この成果は１月５日付けで英国科学誌『Cortex』に掲載され

ました。 
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＜研究成果の概要＞ 

半側空間無視は、脳卒中後に生じる高次脳機能障害の一つで、損傷を受けた大脳半球の反対側

の空間にある物体や事象を無視してしまう神経症状です。脳卒中後のリハビリテーションでは、

紙面検査や行動観察によって無視症状についての評価を行うことが一般的ですが、検査実施に時

間を要すること、患者側に集中力や認知的負荷を強いることなどの問題点があり、加えて重症度

の高い患者では評価が困難であるなどの限界点があります。空間無視、という言葉に表れるよう

に、この症状は空間上の物体や事象を認識できなくなる症状で、筆記検査や言語での回答を要求

するような検査手法では、症状の特性を捉える上で限界があります。 

今回発表した論文では、視線分析を用いて直観的かつ定量的に無視症状を捉えるための手法を

開発し、その有用性についての検証を行いました。単に様々な画像を注視した際の視線分析を行

うのではなく、左右を反転させた対の画像を用い、注視対象の空間配置に応じて視線がどのよう

に推移するかを分析する工夫を施しました（図１）。 

 

 

図１ 開発手法の概要 

患者さんにコンピュータスクリーン上に提示される画像をただ見るのみ、という課題を

行いました（A）。提示される画像は、図 B で示される元画像 6 種類（B）に、それぞれ

を左右反転した画像、計 12 画像でした。分析は、対の左右反転画像の視線データを合わ

せ、平均したものを視線偏向(°)として用いました（C ）。 

 

図中に示すような対の左右反転画像を自由に見ている（Free viewing）ときの私たちの視線

は、画面の右空間に注視対象があれば右空間に集中し、画像の左右空間を反転することで注視対

象が左に移れば視線もまた、左空間に集中します（図１C、図 2：健常群）。一方、半側空間無

視をもつ患者群では、右空間に注視対象があるときこそ右に視線が集中するものの、画像を左右

反転させ、注視対象が左に移ったとしても対象を探索できず、依然として右空間を注視するよう

な特徴を持ちます（図２：無視群）。私たちはこの特性を利用して、無視症状の特徴を捉えるこ

とを試みました。左右反転画像を用いるメリットは、元画像と左右反転画像に含まれる物理的

（輝度や色彩など）、認知的要素（意味性や文脈など）を統一した状態で、左右の空間的位置関
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係のみを反転できる、ということになります。また、画像間の視線分布の違いに表れるように、

注視対象の特性（生物 or 無生物、単数 or 複数、配列の方向性や意味性）により、無視空間へ

の視線配分に変化を認めました（図 2）。つまり、半側空間無視症例が見せる『無視空間』は空

間上の固定された範囲で生じるのではなく、画像に含まれる情報や要素に応じて変化することを

示唆しています。これらの結果は、左右反転画像を用いた視線分析が、評価の視点だけでなく、

リハビリテーション介入を考える上での重要な情報を提供し得るものと考えられます。 

 

 

図２ 研究結果の概要 

画像ごとの視線分布の結果です。視線のカラーマップ（上：健常群、下：無視群）は赤

くなっている箇所が、長く注視されていた部分です。折れ線グラフは、横軸が画像の横軸

に対応しており、縦軸は横軸の各左右位置を見ていた時間の割合を示した図です。健常者

は画像が反転すると視線も反転して、どちらも類似した箇所を見ていますが、無視群は右

に偏った特徴があります。ただし、少女や金魚の画像では、他群と類似した視線分布とな

っていることが分かります。 
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図３ 全画像を通じた結果 

本論文で開発した左右反転画像の注視点分析による評価結果は、無視のない群と比較して無視

群の視線が有意に右へ偏向しており、かつ通常臨床で使用される行動性無視検査（BIT）結果と

有意な相関を示しました。開発手法は所要時間が数分足らずで実施可能で、かつ覚醒レベルの停

滞や全般性注意障害、認知機能面の低下を合併しているような、BIT 検査の実施が困難な症例に

も実施可能です。本論文の対象のうち２名は、BIT 検査が実施困難でしたが、開発手法による評

価が実施可能でした。今後、臨床場面での無視症状の把握に活用することが期待できます。  
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